
「
伝
統
的
酒
造
り
」が
世
界
遺
産
に酒

蔵
ツ

ー

リ
ズ
ム
普
及
に
朗
報

全
旅
連
青
年
部
全
国
大
会
特
集
３
～
５
面

２面

観光庁、補正予算に億

７面

日本観光の発信拠点に

９面

京都４館が認証同時取得

面

群馬七大温泉地が「フェア」

面

エクスペディアと連携

奈
良
県
観
光
の
現
状
と
展
望

山
下
真
知
事
に
聞
く

総務省
調 査コロナ前比は．％増

前年同月比．％増
宿泊業、９月の売上高

日
帰
り
か
ら
滞
在
型
へ
転
換


年
ま
で
に
宿
泊
者
数

万
人
目
指
す

■■

前
年
同
月
比

％
増

宿
泊
業
の
従
事
者
数

（１） 第３２４８号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）１２月９日（月曜日） （毎週月曜日発行）

　観光庁は、年度補正予算
案に観光関係予算として億
円を計上した。「高付加価値化」
に億円、オーバーツーリズ
ム対策等の受け入れ環境整備に
億円。

　京都市内の４旅館が、ＳＤＧ
ｓ対応を行う宿泊施設の認証制
度「サクラクオリティグリーン」
で上位３番目の「３御衣黄ザク
ラ」を同時取得した。

　日本旅行はタイ・バンコクで
リニューアルオープンした市場
に日本のアンテナショップコー
ナーを開設した。日本の地域観
光資源の発信拠点と位置付け。

　奈良県とエクスペディアグル
ープが観光振興に関わる連携協
定を結んだ。外国人観光客や宿
泊客の誘致拡大へ、サイト上で
の情報発信を進める。

　群馬県が「ぐんま七大温泉地
湯めぐりフェア」を展開。ウェ
ブアプリの「湯めぐり手形」販
売やインバウンド向けプレミア
ムイベントの実施など。

高
山
の
「
酒
蔵
の
ん
兵
衛

ま
つ
り
」
に
は
多
く
の
観

光
客
が
足
を
運
ぶ
（
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）

　
奈
良
県
生
駒
市
の
市
長
を
３
期
９
年
務
め
た
後
、
年
５
月
に
奈
良
県
知
事
に
当
選
、

就
任
し
た
山
下
真
氏
。知
事
公
約
の
経
済
・
観
光
振
興
で
は
「
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西

万
博
を
絶
好
の
好
機
と
捉
え
、大
阪
・
京
都
な
ど
近
隣
府
県
と
連
携
し
、
体
験
型
観
光
の

強
化
な
ど
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
を
図
る
」「
民
間
の
ア
イ
デ
ア
で
観
光
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
の
戦
略
本
部
（
仮
）
の
設
置
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
た
。
山

下
知
事
に
奈
良
県
の
観
光
の
現
状
と
展
望
を
伺
っ
た
。（
聞
き
手
＝
本
社
・
江
口
英
一
）

　
山
下
　
真
氏
（
や
ま
し
た

・
ま
こ
と
）
１
９
６
８
年
６

月

日
、
山
梨
県
山
梨
市
生

ま
れ
。
東
京
大
学
文
学
部
卒

業
後
、
京
都
大
学
法
学
部
に

編
入
、
卒
業
。
２
０
０
０
年

弁
護
士
登
録
。

年
奈
良
県

生
駒
市
長
（
３
期
９
年
）
。


年
５
月
か
ら
現
職
。
現
在

１
期
目
。

　
総
務
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
動
向
調

査
の
９
月
分
速
報
で
、
同
月

の
宿
泊
業（
旅
館
・
ホ
テ
ル
、

簡
易
宿
所
、
下
宿
業
）
の
売

上
高
は
前
年
同
月
比
２
・
７

％
増
の
５
９
５
４
億
６
４
０

０
万
円
と
４
カ
月
連
続
で
増

加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２

０
１
９
年
同
月
比
は

・
７

％
の
増
加
。

　
今
年
５
月
に
０
・
１
％
減

と
、
２
０
２
１
年

月
か
ら

続
い
て
い
た
前
年
同
月
比
の

増
加
が

カ
月
連
続
で
ス
ト

ッ
プ
し
た
も
の
の
、
再
び
増

加
が
続
い
て
い
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
は
同

０
・
２
％
増
の

兆
３
８
２

億
１
６
０
０
万
円
と

カ
月

連
続
で
増
加
し
た
。

　
同
月
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

事
業
従
事
者
数
は
、
宿
泊
業

が
前
年
同
月
比
０
・
４
％
増

の

万
２
４
０
０
人
と

カ

月
連
続
で
増
加
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９

年
同
月
比
は
０
・
８
％
の
増

加
。

　
日
本
酒
や
本
格
焼
酎
、
泡

盛
な
ど
の「
伝
統
的
酒
造
り
」

が
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
見
通
し

だ
。
２
日
か
ら
パ
ラ
グ
ア
イ

の
ア
ス
ン
シ
オ
ン
で
開
か
れ

る
ユ
ネ
ス
コ
政
府
委
員
会
で

正
式
決
定
さ
れ
る
。

　
登
録
さ
れ
る
と
、
２
０
２

２
年
の
「
風
流
踊
（
風
流
お

ど
り
）
」
以
来
で
、
こ
れ
で

日
本
の
無
形
文
化
遺
産
は


件
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
現

在
は
「
書
道
」
が
登
録
候
補

と
し
て
提
案
中
だ
。

　
２
０
１
３
年
に
「
和
食
」

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
わ
が

国
の
食
文
化
が
国
際
的
に
ま

た
認
め
ら
れ
る
の
は
素
直
に

う
れ
し
い
。

　
伝
統
的
酒
造
り
は
、
こ
う

じ
菌
を
使
い
、
蒸
し
た
米
な

ど
の
原
料
を
発
酵
さ
せ
る
。

日
本
古
来
の
製
造
技
術
で
、

複
数
の
発
酵
を
同
じ
容
器
の

中
で
同
時
に
進
め
る
工
程
は

世
界
で
も
珍
し
い
と
い
わ
れ

る
。

　
日
本
酒
だ
け
を
み
て
も
各

地
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
酒
が
あ

る
。
例
え
ば
、
米
ど
こ
ろ
新

潟
県
に
は
日
本
酒
の
酒
蔵
は


ほ
ど
あ
り
、
日
本
酒
は
新

潟
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一

つ
と
い
え
る
。

　
た
だ
、
日
本
酒
の
出
荷
量

は
１
９
７
３
年
度
の
約
１
７

７
万
㌔
㍑
が
ピ
ー
ク
で
、


年
度
で
は
約

万
㌔
㍑
ま
で

減
少
し
て
い
る
。
人
口
減
や

酒
の
多
様
化
な
ど
に
伴
う
日

本
酒
離
れ
が
要
因
と
さ
れ

る
。
一
方
で
、
日
本
食
ブ
ー

ム
な
ど
を
背
景
に
海
外
の
輸

出
は
伸
び
て
い
る
。
清
酒
の

輸
出
額
は

年
の
約

億
円

か
ら

年
は
約
４
１
１
億
円

ま
で
増
え
て
い
る
。

　
酒
を
取
り
巻
く
市
場
の
先

行
き
は
楽
観
視
で
き
な
い
。

酒
を
飲
ま
な
い
若
者
も
多

く
、
飲
酒
文
化
も
変
化
し
つ

つ
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、

登
録
を
き
っ
か
け
に
酒
そ
の

も
の
、
あ
る
い
は
酒
造
り
に

関
心
を
示
す
人
も
出
て
く
る

か
も
し
れ
ず
、
そ
う
な
れ
ば

酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
に

も
一
段
と
弾
み
が
つ
く
（
つ

い
て
ほ
し
い
）
。

　
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
各
地

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
佐
賀
県
の
鹿
島
市
観

光
協
会
は
昨
年
、
「
産
業
観

光
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
で
観

光
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
。

　
富
久
千
代
酒
造
「
大
吟
醸

鍋
島
」
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
で
世
界
一
の
称

号
を
得
た
こ
と
を
契
機
に
、

市
内
６
蔵
を
中
心
に
鹿
島
酒

蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
施
。
銘

柄
を
選
択
で
き
る
日
本
酒
の

角
打
ち
セ
ッ
ト
の
販
売
な
ど

を
行
っ
た
。

　
来
場
者
が
増
え
る
中
で
、

酒
蔵
通
り
に
観
光
酒
蔵
や
宿

泊
施
設
を
作
り
、
最
寄
り
駅

の
肥
前
浜
駅
に
は
日
本
酒
バ

ー
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。

月
に
は
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
席
さ
れ

た
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
こ
こ

の
バ
ー
を
訪
れ
、
鹿
島
酒
蔵

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
岐
阜
県
高
山
市
で
は
毎

年
、
日
本
酒
の
試
飲
と
ま
ち

歩
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

「
飛
騨
高
山
・
酒
蔵
の
ん
兵

衛
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い

る
。
１
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
六
つ
の
酒
蔵
が
協
力
し
、

観
光
客
ら
を
も
て
な
し
て
い

る
。

　
日
本
の
酒
文
化
に
乾
杯
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
２
０
２
４
年
７

～
９
月
期
の
日
本

人
の
国
内
旅
行
消

費
額
は
７
・
３
兆

円
だ
っ
た
。統
計

上
、四
半
期
の
実

績
と
し
て
過
去
最
高
。
年

１
～
９
月
の
累
計
は

・
６

兆
円
と
な
っ
た
。残
る

～


月
期
が
前
年
と
同
額
だ
っ

た
場
合
で
も
、
年
の
年
間

消
費
額
は

・
３
兆
円
に
達

す
る
▼
こ
れ
ま
で
過
去
最
高

だ
っ
た

年
の

・
９
兆
円

を
上
回
り
、政
府
の「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
」や「
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画
」に
掲
げ
ら
れ
た
目
標

の

兆
円
を
大
幅
に
上
回
る

▼
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
も
好

調
だ
。
年
１
～
９
月
累
計

は
５
・
９
兆
円
に
上
り
、年
間

値
は
８
兆
円
が
視
野
に
入
っ

て
い
る
。日
本
人
の
国
内
旅

行
消
費
が

・
３
兆
円
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
消
費
が
８
兆
円
だ

っ
た
場
合
、合
計
は

・
３
兆

円
と
な
る
計
算
。日
本
人
の

海
外
旅
行（
国
内
消
費
分
）を

含
め
た
日
本
国
内
に
お
け
る

旅
行
消
費
額
は
、
年
に
記

録
し
た

・
１
兆
円
が
過
去

最
高
だ
が
、こ
れ
を
上
回
る

の
は
ほ
ぼ
確
実
だ
▼
こ
う
見

る
と
国
内
に
お
け
る
旅
行
消

費
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復

し
、成
長
軌
道
に
乗
っ
た
よ

う
に
見
え
る
が
、国
内
旅
行

に
関
し
て
は
そ
う
と
も
言
え

な
い
。宿
泊
料
金
を
は
じ
め

物
価
高
騰
を
背
景
に
旅
行
者

１
人
当
た
り
の
旅
行
支
出
は

上
昇
し
て
い
る
が
、宿
泊
・
日

帰
り
を
合
わ
せ
た
延
べ
旅
行

者
数
は
コ
ロ
ナ
前
の

年
の

実
績
を
い
ま
だ
に
回
復
し
て

い
な
い
。統
計
が
語
る
数
値

は
貴
重
な
デ
ー
タ
だ
が
、「
過

去
最
高
」と
い
う
統
計
通
り

に
事
業
者
や
地
域
に
潤
っ
て

い
る
と
い
う
実
感
が
あ
る
の

か
ど
う
か
。　
　
　【
Ｓ
・
Ｍ
】

　
―
―
公
約
通
り
、
今
年
５

月
に
奈
良
県
観
光
戦
略
本
部

を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

奈
良
県
の
観
光
に
お
け
る
課

題
と
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
県
の
観
光
に
お
け
る
課

題
は
「
観
光
消
費
額
が
非
常

に
少
な
い
」
「
宿
泊
客
数
が

非
常
に
少
な
い
」
「
観
光
客

が
奈
良
公
園
周
辺
に
集
中
し

て
い
る
」
こ
と
だ
。
目
指
す

べ
き
姿
は
「
奈
良
県
の
観
光

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
飛
躍
的
か
つ
持
続

的
拡
大
」だ
と
考
え
て
い
る
。

　
―
―
５
月

日
に
行
わ
れ

た
観
光
戦
略
本
部
の
第
１
回

本
部
会
議
等
で
も
宿
泊
者
比

率
の
低
さ
や
奈
良
公
園
エ
リ

ア
へ
の
観
光
客
集
中
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
デ
ー
タ
だ

が
、
２
０
１
９
年
は
奈
良
県

に
約
４
５
０
０
万
人
の
来
訪

が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

宿
泊
者
の
割
合
は
６
％
程
度

だ
っ
た
。
国
内
外
か
ら
の
観

光
客
の
訪
問
目
的
地
は
年
間

を
通
じ
て
奈
良
公
園
エ
リ
ア

に
集
中
し
て
い
る
。
奈
良
公

園
は
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

が
目
立
つ
が
。
世
界
遺
産
が

集
中
し
、
鹿
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
奈
良
公
園
の
特
定

の
狭
い
エ
リ
ア
に
、
し
か
も


時
か
ら

時
の
間
に
国
内

外
か
ら
の
観
光
客
が
集
中
し

て
混
雑
し
て
い
る
。

　
―
―
宿
泊
施
設
の
充
実
、

拡
大
は
県
が
目
指
す
「
日
帰

り
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
へ

の
転
換
」
に
と
っ
て
最
重
要

課
題
の
一
つ
で
す
ね
。

　
奈
良
県
は
、
宿
泊
客
室
数

が
全
国

位
（

年
度
・
１

万
２
０
９
室
）
、
延
べ
宿
泊

者
数
も
全
国

位
（

年
度

・
２
６
０
万
人
）
と
低
迷
し

て
い
る
。
一
方
、
観
光
入
込

客
数
は
全
国

位
（

年
度

・
４
５
０
２
万
人
）で
あ
り
、

宿
泊
者
数
と
訪
問
者
数
に
か

い
離
が
あ
る
。
直
面
し
て
い

る
課
題
は
、
ハ
イ
エ
ン
ド
観

光
客
に
対
応
し
た
奈
良
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に
寄
与
す
る

上
質
な
ホ
テ
ル
が
少
な
い
こ

と
、
客
室
数
の
約

％
が
奈

良
市
に
集
中
し
、
県
内
を
周

遊
し
た
い
観
光
客
層
に
対
応

し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
、
既

存
宿
泊
施
設
の
老
朽
化
な
ど

だ
。
県
内
事
業
者
（
既
存
宿

泊
施
設
）
の
皆
さ
ま
か
ら
は

高
齢
化
に
伴
う
後
継
者
不
足

も
深
刻
で
あ
る
と
い
う
お
声

も
伺
っ
て
い
る
。

　
―
―
県
は
「
奈
良
県
宿
泊

施
立
地
支
援
ガ
イ
ド
」
と
い

う
Ａ
４
版
・
全

頁
の
冊
子

を
今
年
４
月
に
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
新
規
だ
け
で
な
く
既

存
の
宿
泊
施
設
に
対
し
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
県
の
支
援
制
度
と
し
て

「
奈
良
県
宿
泊
施
設
立
地
促

進
事
業
補
助
金
」
「
県
税
の

不
均
一
課
税
」「
制
度
融
資
」

「
宿
泊
施
設
整
備
資
金
（
総

合
特
区
支
援
）利
子
補
給
金
」

な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。
中

で
も
目
玉
は
、
最
大
補
助
額

が
２
億
円
の
「
奈
良
県
宿
泊

施
設
立
地
促
進
事
業
補
助

金
」
だ
。
「
新
築
・
新
規
開

業
」
に
限
定
し
て
い
た
補
助

対
象
を

年
度
か
ら
「
古
民

家
な
ど
既
存
建
物
の
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
開
業
」
や

「
す
で
に
営
業
中
の
既
存
宿

泊
施
設
の
改
修
等
」
に
も
拡

大
し
、
補
助
率
も
投
資
額
の

５
％
か
ら

％
へ
と
引
き
上

げ
た
。
本
制
度
が
、
大
規
模

施
設
立
地
が
困
難
な
県
中
南

部
に
お
け
る
宿
泊
施
設
の
立

地
・
投
資
の
後
押
し
に
な
る

こ
と
で
、
同
地
域
に
ゆ
っ
く

り
と
滞
在
し
、
奥
深
い
歴
史

文
化
資
源
や
雄
大
な
自
然
に

触
れ
て
い
た
だ
け
る
環
境
整

備
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
ま
た
、
既
存
宿
泊
施

設
の
魅
力
向
上
へ
の
投
資
に

も
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
―
―
宿
泊
施
設
、
宿
泊
客

の
誘
致
目
標
は
。

　

年
７
月
に
策
定
し
た

「
奈
良
県
観
光
総
合
戦
略
」

で
は
、

年
に
宿
泊
客
室
数

１
万
２
千
室
を
目
標
に
掲
げ

た
。
ま
た
今
年
（

年
）
５

月
に
設
置
し
た
観
光
戦
略
本

部
会
議
で
、

年
ま
で
に
延

べ
宿
泊
者
数
５
０
０
万
人
を

目
指
す
こ
と
を
決
め
た
。
日

帰
り
型
観
光
か
ら
宿
泊
型
観

光
へ
の
転
換
に
資
す
る
よ
う

な
魅
力
的
な
宿
泊
施
設
を
増

や
し
、
宿
泊
者
数
の
増
加
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
―
―
新
規
の
宿
泊
施
設
誘

致
も
大
切
で
す
が
、
既
存
宿

泊
施
設
に
は
ど
の
よ
う
な
ご

配
慮
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が

前
提
で
あ
り
、
公
正
な
競
争

環
境
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な

事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
先
述
の
通
り
、

年
度
に

「
奈
良
県
宿
泊
施
設
立
地
促

進
補
助
金
」
を
改
正
し
、
新

た
に
県
内
既
存
宿
泊
施
設
の

続
改
築
に
つ
い
て
も
補
助
対

象
と
し
た
。
「
制
度
融
資
」

「
宿
泊
施
設
整
備
資
金
（
総

合
特
区
支
援
）利
子
補
給
金
」

も
同
様
に
、
既
存
宿
泊
施
設

の
増
改
築
等
に
ご
活
用
い
た

だ
け
る
。こ
れ
ら
の
制
度
は
、

一
定
の
基
準
を
満
た
せ
ば
、

県
外
・
県
内
の
事
業
者
、
ま

た
、
新
規
・
既
存
宿
泊
事
業

者
を
問
わ
ず
に
活
用
が
可
能

だ
。
新
規
宿
泊
施
設
の
誘
致

も
大
切
だ
が
、
既
存
宿
泊
施

設
の
高
付
加
価
値
化
・
魅
力

向
上
も
宿
泊
者
数
を
増
加
さ

せ
る
需
要
な
要
素
で
あ
る
た

め
、
そ
れ
に
係
る
投
資
を
後

押
し
す
る
よ
う
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
。

　
―
―
来
年
開
催
さ
れ
る
大

阪
・
関
西
万
博
を
契
機
と
し

た
県
へ
の
誘
客
促
進
策
は
。

　
現
在
、
国
内
旅
行
客
や
訪

日
旅
行
客
の
多
く
は
、
宿
泊

予
約
サ
イ
ト
（
＝
Ｏ
Ｔ
Ａ
・

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
を
通
じ
た

個
人
予
約
が
一
般
的
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｔ
Ａ

で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
有

効
と
考
え
て
い
る
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
い
て
は


月

日
に
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア

と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
同

サ
イ
ト
内
に
本
県
の
魅
力
を

紹
介
す
る
特
集
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ー
ジ

等
に
奈
良
県
専
用
特
別
バ
ナ

ー
も
掲
載
す
る
。
国
内
向
け

誘
客
促
進
策
と
し
て
は
、
本

県
な
ら
で
は
の
食
の
魅
力
向

上
と
発
信
の
強
化
を
図
り
、

食
を
目
的
と
し
た
宿
泊
誘
客

を
促
進
す
る
た
め
、
県
内
の

宿
泊
施
設
と
連
携
・
協
力
。

食
に
ま
つ
わ
る
体
験
コ
ン
テ

ン
ツ
や
、
食
文
化
や
食
材
を

楽
し
め
る
宿
泊
プ
ラ
ン
の
造

成
を
行
い
、
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ

ｔ
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
し
て
い
る
。


